
令和６年度のごみ減量・リサイクル等の状況 【速報値】
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資料１

１　ごみ減量・リサイクルの状況

２　可燃ごみの状況

３　不燃ごみの状況

４　粗大ごみの状況

５　古紙等の状況

６　ごみ出し支援戸別収集の状況

７　取り残しごみの状況

※本資料内の数値は速報値であるため、今後修正となる可能性があります。
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８　まとめ



　令和６年度のごみ減量・リサイクル等の状況【速報値】

　１　ごみ減量・リサイクルの状況

　①ごみ排出量  　

・ごみ排出量　　 ▶　毎年減少傾向

・R6年度実績　　▶　R２年度比で4,840.4t（18.5%）減少

　　　　　　　　　　　　　　　　【参考】人口は7.0%減少
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古紙等＝古紙直接搬入+集団回収+分別回収



　令和６年度のごみ減量・リサイクル等の状況【速報値】

　１　ごみ減量・リサイクルの状況

　②１人１日あたりごみ排出量の推移
　　

　　

・ごみ処理基本計画では、

1人1日あたりごみ排出量

を令和元年度884g

　（実績）から、令和12年

度には834gとする目標を

設定。

・令和４年度の実績でも、

目標値を上回るペースで

ごみ減量が進んでいる。

・R６年度「１人１日あたりごみ排出量」　▶　787.9g（前年度比約1％減）

・手数料見直し前の令和2年度比　  　  　　▶　112.9g（12.5％）減少

・舞鶴市のごみ減量は大きく進んでいるが、まだ京都府内平均より多い状況

ごみ処理基本計画
【目標値】
　Ｒ17年　849ｇ
　Ｒ12年　834ｇ

Ｒ２比（手数料見直し前）  
　　　△112.9g
　　　△12.5％
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　令和６年度のごみ減量・リサイクル等の状況【速報値】

　１  ごみ減量・リサイクルの状況

　②１人１日あたりごみ排出量の推移
　　

　　

・R１２年度目標　　　▶　834g
・R　６年度実績　   　 ▶　787.9g（R12目標値を達成）

　　

　　⇒　中間見直しを通して目標値の再設定が必要
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　令和６年度のごみ減量・リサイクル等の状況【速報値】

・全品目で排出量が減少傾向

・不燃ごみ△26.8％、粗大ごみ△26.0％、古紙等△17.9%の順で減少割合が大きい。

　１　ごみ減量・リサイクルの状況

　③１人１日あたりごみ排出量（内訳）
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　令和６年度のごみ減量・リサイクル等の状況【速報値】

　１　ごみ減量・リサイクルの状況

　④ごみの減量・資源化・最終処分の状況 　 　

・R６年度の「1人1日あたりごみ排出量」、「１人１年あたり最終処分量」は共に減少

・引き続き、京都府内の状況等を意識し取組を進める必要あり
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※令和5年11月から、清掃事務所において飛灰リサイクルを開始

  令和6年度のリサイクル量：462.5ｔ（飛灰リサイクルを含む資源化率：16.2%）

舞鶴市 京都府
舞鶴市ごみ処理計画

Ｒ12目標値R2年度 R3年度 Ｒ4年度 Ｒ5年度 Ｒ6年度
R5年度

府内平均

1人1日あたり

ごみ排出量
900.8g 872.8g 818.4g 794.2g 787.9g 749.0g 834g

資源化率

（飛灰含む）
14.0% 14.1% 14.2% 13.6%

（14.4%）

14.1％
（16.2%）

14.6％ 17.5%

1人1年あたり

最終処分量
52.0kg 52.3kg 44.7kg 44.3kg 35.7kg 35.4kg 41.6kg

※

資源化率の上昇の要因の
一つは古紙の行政回収量
が増加



　令和６年度のごみ減量・リサイクル等の状況【速報値】

　2　可燃ごみの状況

　①可燃ごみ排出量の内訳
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・R６年度排出量【生活系・事業系の合計】　▶　R2年度比 3,079.7ｔ(15.3％)減少

・特に直接搬入量【生活系】が1,382.2（47.2％）減少

直接搬入（生活系）は前年度よ
り増加



　令和６年度のごみ減量・リサイクル等の状況【速報値】

・R6年度の可燃ごみ量　▶　R2年度比で63.2g（9.1％）の減少　

　生活系が52.0g（11.4％）減少。事業系が11.1g（4.7％）減少

・生活系の減少が大きく、市民のごみ排出行動やライフスタイルの見直しが定着しつつあると推測

される。

　2　可燃ごみの状況

　②1人1日あたり可燃ごみ排出量
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　令和６年度のごみ減量・リサイクル等の状況【速報値】

　3　不燃ごみの状況

　①不燃ごみ（ 7種9分別）排出量

・不燃ごみ総排出量　▶　R2年度比で959.8ｔ（31.7％）減少

・特に、埋立ごみが641.5ｔ（45.4%）と最も大きく減少

・指定ごみ袋制に移行した品目以外についても排出量が減少

・金属類と飲料用空缶類の減少率が4割超
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有害ごみのみ前年より増加しているが
毎年同じような数値が続いている。



　令和６年度のごみ減量・リサイクル等の状況【速報値】

　3　不燃ごみの状況

　②１人１日あたり不燃ごみ排出量
・R6年度排出量　▶　R2年度比で27.8g（26.8％）減少

・有料化を実施した品目　埋立ごみ 41.4％減少、ペットボトル 22.2％減少

　　　　　　　　　　　　プラスチック容器包装類 0.9％減少

・ごみ処理手数料見直し後、ごみ減量効果は継続
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　令和６年度のごみ減量・リサイクル等の状況【速報値】

　4　粗大ごみの状況

　粗大ごみ排出量

・R６年度排出量　▶　R2年度比で354.8t（31.1%）減少

　　　　　　　　　　   特に直接搬入量は32.1％も減少
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　令和６年度のごみ減量・リサイクル等の状況【速報値】

　5　古紙等の状況

　①古紙等排出量

・R６年度排出量　▶　R2年度比で446.1t（23.4％）減少

　　　　　　　　　　   清掃事務所への直接搬入量は54.8％減少

※１ 不燃ごみ収集日の各ステーションでの排出量
※２ 清掃事務所への直接搬入量
※３ 自治会や老人会等による自主的な資源回収活動による回収量
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　令和６年度のごみ減量・リサイクル等の状況【速報値】

　5　古紙等の状況

　①古紙等排出量
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　令和６年度のごみ減量・リサイクル等の状況【速報値】

・R6年度の古紙等の排出量は、R2年度比で11.7g（17.9%）減少

・特に直接搬入、集団回収の排出量が減少

　5　古紙等の状況

　②古紙等の1人1日あたり排出量
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　令和６年度のごみ減量・リサイクル等の状況【速報値】

　６　ごみ出し支援戸別収集の状況

　ごみ出し支援戸別収集の状況

・高齢者等ごみ出し支援戸別収集の申請件数は増加

　利用者の休止・廃止が多いが継続的に利用申請があり、利用件数は増加傾向
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　令和６年度のごみ減量・リサイクル等の状況【速報値】

・不燃ごみの取り残し袋数は年々減少しているが、ごみ処理手数料見直し前の令和２年度と

    比較するとまだ多い状況

・主な分別間違い

　    埋立ごみ　　　　　　　　▶　可燃ごみ（靴、かばん等）が混入

　    プラスチック容器包装類　 ▶　プラスチック製品や汚れがあるものが混入

　７　取り残しごみの状況

　不燃ごみの取り残し状況（収集できないごみ）  
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　820袋/月

　330袋/月

　684袋/月
　567袋/月

　420袋/月

R２
通年

R４
通年

R５
通年

R６
通年

R３
７月～3月

可燃ごみ（くつ、かば
ん）



①ごみ減量、リサイクルの状況

　・ごみ排出量は減少傾向。令和6年度は粗大ごみと古紙等が微増（前年度比）

　・令和３年７月のごみ処理手数料見直し以降、市民１人あたりのごみ排出量は減少して

       おり、減量効果は継続（R12目標値を達成）

　・資源化率は近年横ばい傾向（飛灰リサイクルを含めると増加）

　・最終処分量はごみ減量や飛灰リサイクル等により大幅に減少

②適正排出と取り残しごみについて

　・不燃ごみの取り残しは、令和3年度のごみ処理手数料見直し後に大幅に増加したが、

       以降は毎年減少

　・指定ごみ袋を使用していないケース、分別間違い共に毎年減少しており、分別間違い

       は令和２年度と同等数まで減少

　令和６年度のごみ減量・リサイクル等の状況【速報値】

　８　まとめ
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